「学級経営」研修講座　演習の流れ
	Key Word
	隠れたカリキュラム


	研修名
	「学級経営」
学びに向かう集団作りを通した学級経営の在り方

	対象
	全教職員（学級担任）

	用途など
	・年度当初に学校で統一したきまり（教室デザイン、学習規律）をつくる
・各学級の学習環境や学習規律の共通理解を図る

	備　考
	準備物：模造紙（２～４枚）、付箋紙（青・赤）、マジック

	時　間
	内　　　容　・　留　意　点

	 15分
	各学級担任の隠れたカリキュラム（教室環境、学習指導）に関して成果（よい点）・課題を交流しあい、共通理解のもと学校としてのきまりをつくる。
※小学校では、低・中・高（または低・高）、中学校では各学年が入り混じるようにグループを編成する。（２～４グループ）
１　各担任、自分の学級での教室環境、学習指導に関しての成果と課題を書き出す。（３分）
　成果：青の付箋
　課題：赤の付箋
　　※１枚１項目とする。
　２　模造紙に付箋を張り出しながら、分類、整理し学校として取り組みたい重点項目を５点あげる。（７分）
　３　各グループの重点項目を交流しあい、学校としての重点項目を決定する。（５分）
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